
油処理材の油吸着効果について

1.まえがき

三菱石油開水島製油所の重油流出事故やマラッカ海

峡におけるタンカー鮮和丸の座礁による油流出事故な

ど，各地で油の流出事故が続発し国際的にも大きな問

題となっているが.広範な海洋汚染に限らず.流出し

た泊の処理伎術は極めて立遅れているのが現状であ

り，有効な処理技術の開発が望まれるところである。

海洋に流出した油に対しては油処理剤の散布，沈降

処理，油処理船による吸着処理など，いくつかの処理

方法が使われているが，魚類に対する薬剤の影響，油

処理能力の僅少などの問題点が論議されている現状で

ある。

三菱石油水島製油所の重油流出事故に限らず，油流

出直後の初動作業が流出拡大を防止し得る重要なポイ

ン卜である以上，身近にある処理材等を使って，一刻

も早くこれを処理することが必要となる。

油吸着材は種々市販されているので，これらを購入

して保管しておくのも一方法であるが，身近かにある

藁，干草，むしろ，ござなども，かなり有効な吸着材

であるので.これらを保管もしくは提供してもらえる

先を決めておくのも一つの手段であると考えられる。

研究所では，これらの身近かにある池処理材のうち

比較的入手しやすく低コストで無害であり.効力が期

待できる葉.むしろ，干草，ござの 4種類と入手でき

た吸着マット 3種類の実験を実施したが，他の吸着

マットについても入手でき次第遂次実施する予定であ

る。

2. 実験場所および実施月日

実験場所東京消防庁消防科学研究所

実施月日 昭和50年4月9日から

昭和50年4月12日まで

- 第一研究室

本

*

本

*

郎

哲

信

之

四

義

繁

井

橋

方

山

鳥

松

小

大

3. 実験項目

(1) 葉，むしろ，干草，ござの油吸着効果について

(2) 市販吸着マット(ポリプロピレンCA社製)，ポリ

プロピレン(B社製)，ポリスチレン)の油吸着効果に

ついて

4. 実験方法

極化ビニーノレ槽(直径100ωO x高さ70cm)に人造海

水〈食塩水3%)160iを入れ海水面にB重油を3.9i

〈油層の層さ 5mm)を浮かせ，この糟を4等分に間仕

切りして各区画内へ各処理材 C20c皿x20cm=400cm2)

を投入した。

5. 測定方法

(1) 葉，むしろ，干草，ござを一定時間毎に油糟から

引きあげて金網上サO秒放置したのち吸油重量を測定

した。(第 l表〉

(2) 市飯吸着マット〈ポリプロピレン凶，ポリプロピ

レン(B)，ポリスチレン〉を各吸着マット20cmX20c固に

切り水温20.CとしてB重油(油層の厚さ 5四〉中に投

入し15分間静置後回収し，金網上に30秒放置したのち

その重量を測定した。また浸透速度は目視観察し全体

が黒くなったときまでの時間を計り，その時の重量を

計測した。

6. 実験結果

(1) 藁，むしろ，干草，ござが吸着した油の最(自蓋

を含む測定最〉は第 1表のとおりである。

(2) 吸着マットのポリプロプレン凶，ポリプロピレン

(B)，ポリスチレンが吸着した油の量(自重を除く純粋

な油吸着盆〉は第 2表のとおりである。

(3) 浸透速度とその時の重量は第3表に示すとおりで

ある。
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を吸着したが，そのうちで最も油吸着効果が大きいの

はポリスチレン系のものであった。(第 2表)(第 3友〉

(3) 処理材は，実験に使用した水槽が小さかった関係

上，むしろ，ござ及び吸着マットを400cm2に切って使

用したが，流出した油の量から必要処理材の量を推定

する目安として，吸着材 1m'当りの吸着量に換算した

のが第4表である。ただし不定形の葉，干草はむし

ろ，およびござの 1m'に相当する重量で換算し，葉，

むしろ，干草，ござの植物性吸着材と化学繊維による

吸着マット(ポリプロピレン仏)，ポリプロピレン(B)，

ポリスチレン〉を15分後の吸着量をもとに第 2図で比

較した。

hωa ， 
d柚

ー - 1
-・ー一郎事

ー→一千草
-・-~3"

訓・・'

第 1図

，，' 

"" 

f・3

2司

c由吸着量)(自重22g)

30 

第 L表

吸着盆

藁 |むしろ |子 草| ござ

分 183. 6 g 1 84. 6“g 1 54.6 g 1同5臼4.6sI 14 

分 1 88.UI 85.2gl 57.UI咋155.0g 1 14ど代。℃C 

1 時閲 195. H 1 90. 1 g 1 6引1.0耳引155.1g 1 | 
2時間 1110.6g 1 97.6 g 1 72. 6 g 156.0 s 1 

3時間|山 9g 1 98. 1 g 1 74. U 156.9 g 1 

4時 間 1113.UI 伺 5g175.HI57.5sI 

5時間|山 H 1 99. 2 g 1 77. 5 g 158.1 gl 

6時 間 11l6.0 g 1 99.5 g 1 79. 5'g 159.6 g 1 

7 時 間 1117.5glい10∞0.1g 1 81. 5 g咋l〉同6ωO.lgl 14 

224時間|い凶41.6 g1107. 6g引|山 6g吋lh同6肝7.5gl凶

2鉛6時間 |い142.4g引11凶 3g引l山 5gl同6臼8.U司1170C 

2泊8時間い42.6 g 1109. 5 g 1119. U 169. 1 g 1 

30時 間 1143.}g 1110. 0 gい20.0 s 170. 0 g 1 

必時 間い45.3 g 1118. 2 g 1131. 2 g 170.8 g 1 

50時 間 1145.9g 1119. }gい32.4g 171.0 g 1 

52時 間 1146.5g 1ω5  g 1133. 0 g 172. 0 g 1 

54時 間 | ω2g 1120.3 g 1134. 2 g 172. 9 g 1 

72時聞い48.1 g 1122. 6 g 1凶 6g 177. 6 g 1 
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第3表
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(1) 藁，むしろ，干草，ござは油吸着量から見るとい

ずれも投入後15分以内にほほ:50%を吸着し:最も油吸着

が大きいのは藁で，第 1図に示すとおりである。

(2) 吸着マット(ポりプロピレγ凶，ポリプロピレン

(B)，ポリスチレン)は投入後 5分以内でほほ:90%以上

察考7. 
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第3図

前記の第4表，第 2図から市販の吸着マットは，藁.

むしろ.干草，ござより約 3倍の吸着効果があった。

(4) B重油の粘度と温度の関係は第 3図で示すとおり

一般に粘度が高くなると比重が増加するがこれととも

に水などの分離性は悪くなり硫黄分も増加する。

.L. •• 

8. あとがき

実験の結果から，市販の吸着マットは油処理を目的

として開発されたものであるため，吸着効果は極めて

すぐれているが，価格の面で問題があり，常時大量に

保管することは困難であろう。したがって，身近かに

あって比較的吸着効果の高いむしろや策などを有時の

際に急きょ集められる態勢をととのえておくのも一つ

の方法、である。いずれにしても，油吸着後の処理に問

題がある。市販吸着マットは，油を絞り出せば再度使

用が可能であるが.化学繊維のため焼却処理には十分

留意しなければならない。また，最近では油回収船に

すぐれたものができており.処理材を初動作業に使用

すると効果が大きいと思料されるが大量の油流出の場

合には油回収船の阻止要因となるので留意して使用し

なければならなし、。
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